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重点テーマ欄 

Ⅰ：「だれもが住みやすいまち池田の実現」 

・子どもから高齢者まで、女性も男性もだれにとっても住みやすく快適に過ごせるよう

環境づくりに努める。特に、若い世代が早い段階からライフプランや日々の生活、健康

について考える機会をつくるほか、子育て世代の負担軽減に向けた取組を進める。 

Ⅱ：「人口減少社会に対応する持続可能な地域づくりの推進」 

・生産年齢人口の減少への対応として、あらゆる世代が健康を維持しながら活躍で 

きる社会をめざすとともに、「２０２５年大阪・関西万博」のテーマである「いのち 

輝く未来社会のデザイン」を踏まえ、健康寿命の延伸に向けた取組を推進する。 

・今後深刻化する人手不足への対応として、業務効率化のみならず、市民サービス 

向上の観点からもＤＸの推進に資する取組を実施する。 

取組名欄 

★   ：  新たに実施する取組や、既存の取組の中でその内容について 

          充実させるもの 

★なし：  引き続き注力する既存の取組 

 



★新規・拡充の取組

(1) 環境にやさしい設備への補助 10,650   

(2)
緑化及び森林整備に関する
取組

23,392   

★ (3)
栄本町コミュニティセンター
跡地などの利活用に関する
取組

25,000   

(4)
池田駅周辺の活性化に関する
取組

7,408    

(5)
細河地域の活性化に関する
取組

3,000    

重点
テーマ

花いっぱい運動の推進や市民の緑化意識
向上の啓発、また、池田駅前南広場にお
いて植栽工事を実施するなど緑化施策を
実施するとともに、五月山の里山林整備
を進める。

「都市再生整備計画」に基づき、池田駅
周辺におけるまちづくりを推進するとと
もに、コミュニティセンター跡地などの
利活用について検討を進める。

池田駅周辺の再整備や駅南広場の維持管
理を通じて利用促進を図り、まちなかの
にぎわい創出と回遊性・滞在性の向上を
めざす。

取　組　名

関連するＳＤＧｓのゴール

脱炭素社会の実現をめざし、太陽光発電
システム、家庭用燃料電池システム、家
庭用蓄電システムの設置費、生ごみ処理
機器の購入費について、補助を実施す
る。

予算額(千円) 取    組    内    容

「池田市市街化調整区域まちづくり基本
方針」に基づき、農園芸を軸として官民
連携によるまちづくりに取り組み、細河
地域の活性化を図る。

価値を高め発信するまちづくり
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★ (6)
活躍する市民に着目したまち
の魅力発信

500      

Ⅱ (7)
「２０２５年大阪・関西万
博」に呼応した観光促進に関
する取組

4,100    

Ⅰ,Ⅱ ★ (8)
「２０２５年大阪・関西万
博」への子ども無料招待

17,288   

(1)

内線：377 直通：072（754）6242

(2)

内線：463 直通：072（754）6686

(3)(4)(5)

内線：365/384 直通：072（754）6262

(6)(7)

内線：138 直通：072（754）6244

(8)

内線：234 直通：072（754）6213

総合政策部　政策企画課

  問い合わせ先

まちづくり環境部　環境政策課

都市整備部　みどり農政課

まちづくり環境部　都市政策課

市民活動部　シティプロモーション課

「２０２５年大阪・関西万博」によるイ
ンバウンド需要への対応のため、観光パ
ンフレットの多言語化に取り組むととも
に、イベントの出展などを通じて全国か
ら訪れる方々に向けて本市の魅力発信に
努める。

万博開催の機運醸成及び教育・子育て支
援の観点から、大阪府と連携して市内の
子どもの招待を実施する。

池田市で活躍する人を取材し、ＷＥＢサ
イトを通じて紹介することで、市民と協
働したシティプロモーションの充実を図
る。
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★新規・拡充の取組

★ (1)
「１８歳までのこどもなんで
も相談窓口」の開設

-

Ⅰ ★ (2)
多胎家庭への支援に関する
取組

2,550    

Ⅰ (3) 卵子凍結保存費用の助成 2,000    

Ⅰ ★ (4) 産後ケアに関する取組 10,529   

Ⅰ ★ (5) 留守家庭児童会の充実 28,337   

関連するＳＤＧｓのゴール

重点
テーマ

取　組　名
予算額(千円) 取    組    内    容

１８歳までの子どもやその保護者が気軽
に悩みごとを相談できるよう、「１８歳
までのこどもなんでも相談窓口」を開設
し、相談・支援体制を強化する。

育児負担の大きい多胎妊産婦や多胎家庭
を支援するため、家事・育児のヘルパー
利用に対する助成を行うことで、負担軽
減を図る。

ライフスタイルの多様化に応じた、妊娠
についての一人ひとりの希望や考え方を
尊重し、それぞれの適切な自己決定を支
援するため、卵子凍結保存に係る費用を
助成する。

心身のケアや育児のサポートなどを受け
ながら安心して子育てができるよう、産
後ケア事業の利用料の負担を軽減する。

増加する保育ニーズに対応するため、留
守家庭児童会の受入れ学年を原則３年生
までを４年生に拡大する。
また、保育を必要とする子どもが安全・
安心に過ごすことができるよう引き続き
環境整備に努める。

子どもと大人の未来を育てるまちづくり
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Ⅰ (6) 学校給食費の補助及び無償化 202,409  

(7)
「（仮称）未来の学校づくり
推進計画」の策定

16,000   

★ (8)
部活動の地域クラブ化に向け
た取組

22,140   

(1)(2)(3)(4)

直通：072（754）6034

(5)

内線：137 直通：072（754）6610

(6)

直通：072（751）8311

(7)

内線：440 直通：072（754）6261

(8)

内線：460 直通：072（754）6480

給食内容の充実や保護者負担に対する支
援として、学校給食の食材費への補助及
び令和７年度上半期において小学校、中
学校及び義務教育学校の給食費の無償化
を実施する。

施設の老朽化や少子化による児童生徒数
の減少といった現状の課題点を把握、分
析するとともに、各学校施設の実情を踏
まえ、「（仮称）未来の学校づくり推進
計画」を策定する。

令和１０年度の部活動の完全地域移行を
見据えて、指導団体数を拡充し、受け皿
の確保に努めるとともに、学校体育施設
などの活動場所の整備を進めることで、
文化・スポーツの提供機会の拡充を図
る。

  問い合わせ先

子ども・健康部　子ども未来課

教育部　地域教育課

管理部　学校給食センター

管理部　学校施設マネジメント課

教育部　社会教育課
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★新規・拡充の取組

Ⅰ ★ (1) フェムケア啓発冊子の作成 1,494    

Ⅰ (2)
女性の多様な働き方・生き方を
支援するセミナーの充実

2,550    

Ⅱ (3)
多世代交流施設の整備に関する
取組

237,600  

Ⅰ ★ (4) 「ひきこもり相談窓口」の開設 6,600    

(5) 介護職の魅力発信に関する取組 787      

関連するＳＤＧｓのゴール

重点
テーマ

取　組　名
予算額(千円) 取    組    内    容

自分の身体や性について学ぶための啓発冊
子を作成し、若い世代が思春期のうちから
フェムケアの理解を深め、自分のことも相
手のことも大切にできるよう、また、自身
の健康やライフプランについて考える機会
を創出する。

女性が自分の想いを形にし、社会進出の一
歩を踏み出すことを応援するため、メディ
アや人材育成の分野、また、地域で活躍さ
れている方を講師とした人材育成プログラ
ムの開催や、男性の仕事と家庭の両立を支
援する事業を実施することで、だれもがい
きいきと活躍できる地域社会をめざす。

老朽化した敬老会館及びその周辺施設を集
約し、高齢者の生きがいづくりの支援に加
え、だれもが気軽に立ち寄り、多世代の交
流を図ることができる「（仮称）池田市立
多世代交流施設」の建設工事を実施する。

介護サービスの質の維持・向上のため、大
阪府やサービス提供事業所などと連携し、
介護業界のイメージアップ及び介護人材の
確保・定着促進を図る。

ひきこもり状態にある方やその家族などを
支援するための相談体制を構築すること
で、本人が望む、その人らしい人生を歩む
ことに伴走し、社会進出や福祉増進を図
る。

いきいきと暮らし続けられるまちづくり
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(6) 認知症の理解促進に関する取組 13,572   

(7)
障がい者（児）に適した福祉
サービスの提供に関する取組

666,613  

Ⅱ (8)
保健事業と介護予防の一体的実
施（「いつもyobouいけだ」の
取組）

26,227   

(1)(2)

ダイバーシティセンター

直通：072（768）8020

(3)

内線：555　 　　　　直通：072（754）6336

(4) 福祉部　生活福祉課

内線：345 直通：072（754）6251

(5) 福祉部　介護保険課

内線：307 直通：072（754）6228

(6) 福祉部　地域支援課

内線：380 直通：072（754）6288

(7)

内線：343 直通：072（754）6255

(8) 福祉部　保険医療課

内線：322 直通：072（754）6258

福祉部　国保・年金課

内線：311 直通：072（754）6253

福祉部　地域支援課

内線：380 直通：072（754）6288

子ども・健康部　健康増進課

内線：114 直通：072（754）6032

「認知症サポーター養成講座」や「オレン
ジ（認知症）カフェ」を継続的に実施する
とともに、「池田市認知症あんしんガイド
ブック」を活用し、認知症の正しい知識の
普及・理解促進を図る。

「いつもyobouいけだ」の取組として、若年
層から高齢者まで幅広い世代を対象に、健
康チェックなどができる「いけだ健康フェ
スタ」や地域や市内のイベントに出向いて
行う健康計測会を実施し、健康意識の向上
を図るほか、介護予防プログラムや後期高
齢者医療被保険者を対象にした重症化予防
事業、健康教育・相談などを実施する。

福祉部　障がい福祉課

  問い合わせ先

市民活動部　人権・文化国際課　

福祉部　高齢・福祉総務課

生活支援サービスの充実を図るとともに、
障がい者の就労機会の確保や就労を継続す
るためのサポート体制の確立などに努め、
雇用機会の拡大を図る。
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★新規・拡充の取組

★ (1)
自主防災組織の資機材購入補助
及び防災士資格取得費用の助成

5,031    

★ (2) 避難所用資機材の備蓄 22,029   

★ (3) 空き家実態調査の実施 10,000   

(4)
都市公園の再編・整備に関する
取組

140,000  

(5) 五月山緑地の整備に関する取組 190,972  

関連するＳＤＧｓのゴール

重点
テーマ

取　組　名
予算額(千円) 取    組    内    容

新規設立時のみ対象としていた自主防災組
織への資機材の購入補助について、既存の
自主防災組織に対しても補助対象にすると
ともに、防災士の資格取得費用についても
助成することで、地域の防災力の強化に努
める。

「第２期池田市空家等対策計画」の計画終
了に伴い、実態調査を行った上で同計画を
更新し、さらなる空き家対策を推進する。

「池田市都市公園ストック再編整備事業計
画」及び「池田市グリーンインフラ推進計
画」に基づき、緑の多面的な機能を活かし
た都市公園の再整備を進める。

オーストラリアから新たにウォンバットを
受け入れるとともに、令和７年度中の開業
をめざして官民連携によるカフェ・レスト
ランなどの整備を進める。
また、五月山緑地の橋梁定期点検、法面補
強、管理棟改修工事などを行い、安全・安
心な公園整備に努める。

能登半島地震において、避難所内での衛生
環境の悪化が問題となったことを踏まえ、
災害用トイレなど衛生用品をはじめとする
備蓄を計画的に行う。

快適さを実感できる安全・安心なまちづくり
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★ (6) 五月山霊園合葬式墓地の管理 12,870   

★ (7)
自転車用ヘルメット購入費
の補助

1,000    

Ⅱ ★ (8)
ＡＩ管路劣化診断結果に基づく
漏水調査

7,579    

(1)(2)

内線：355 直通：072（754）6263

(3)

内線：404 直通：072（754）6283

(4)(5)

内線：184 直通：072（754）6275

(6)

内線：301 直通：072（754）6243

(7)

内線：392 直通：072（754）6281

(8)

直通：072（754）6133

市民の多様なニーズに応えられるよう整備
した五月山霊園合葬式墓地について、令和
７年度中の募集開始に向けた準備を進め
る。

過去の漏水履歴や管種・口径・布設年度
などの管路情報、調査に基づく発生要因
などのデータを機械学習の上、管路の漏
水確率・劣化率・余寿命などをＡＩで診
断し、その結果を漏水調査に活用する。

自転車の利用者を対象に、車両運転者とし
ての安全意識の向上や事故時の被害軽減を
目的として、自転車乗車用ヘルメット購入
者への補助を実施することでヘルメットの
着用促進を図る。

上下水道部　水道工務課

  問い合わせ先

総合政策部　危機管理課

都市整備部　みどり農政課

市民活動部　総合窓口課

都市整備部　交通道路課

まちづくり環境部　都市政策課
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★新規・拡充の取組

(1)
ＳＤＧｓ推進プラットフォーム
の運営

166       

★ (2) 地域分権推進に関する取組 81,329    

(3) 公益活動促進に関する取組 36,144    

Ⅱ ★ (4) ペーパレス化の推進 446       

Ⅱ ★ (5) 公共施設予約システムの活用 1,816     

重点
テーマ

関連するＳＤＧｓのゴール

取　組  名
予算額(千円) 取    組    内    容

「池田市ＳＤＧｓ推進プラットフォーム」
を起点として、ＳＤＧｓゴールの達成に向
けた会合企画を通じ、企業や団体をはじめ
とした多様な主体間の情報共有や地域課題
の解決に向けた新たな価値の創出に取り組
む。

「池田市地域ビジョン」に基づき、地域の
各団体との連携の強化を図り、市民の自主
性・自立性を尊重した市民協働によるまち
づくりの推進を図るとともに、令和８年度
に迎える制度発足２０年の節目に向けて市
民意識調査を実施し、制度の今後の在り方
について検討を進める。

市民活動交流センターを公益活動促進の拠
点として、市民の多様な活動を促進し、自
治会などの地域団体やＮＰＯへの助言及び
相談対応を行うことに加え、助成金を交付
することで公益活動のさらなる活性化及び
公益活動を行う主体の自立を図る。

庁舎内における端末を全面的に無線化し、
庁内文化としての「原則ペーパレス」を一
層推進する。また、電子申請が可能な手続
きを拡充し、各種手続きの利便性の向上と
業務の効率化を図る。

公共施設予約システムを活用して利便性の
向上を図るとともに、運用開始後は対象施
設の拡大に努めるなど、更なる活用につい
て検討を進める。

まちづくりの進め方
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(6)
公共施設等再整備事業計画
の策定

-

(1)

内線：234 直通：072（754）6213

(2)(3)

内線：468 直通：072（754）6641

(4)(5)

内線：238 直通：072（752）6215

(6) 総合政策部　公共建築課

内線：452 直通：072（754）6276

総合政策部　行政管理課

  問い合わせ先

総合政策部　政策企画課

市民活動部　コミュニティ推進課

持続可能な市政運営と行政サービスの維
持・向上のため、「池田市公共施設等総合
管理計画」などを踏まえながら、再整備方
針や総量削減目標を定めた計画を策定し、
財政負担の軽減と時代に応じた公共施設の
再整備を実施する。
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３：すべての人に健康と福祉を １２：つくる責任 つかう責任

１：貧困をなくそう １０：人や国の不平等をなくそう

２：飢餓をゼロに
１１：住み続けられる
   まちづくりを

４：質の高い教育をみんなに １３：気候変動に具体的な対策を

５：ジェンダー平等を実現しよう １４：海の豊かさを守ろう

６：安全な水とトイレを世界中に １５：陸の豊かさも守ろう

７：エネルギーをみんなに
  そしてクリーンに

１６：平和と公正をすべての人に

８：働きがいも経済成長も
１７：パートナーシップで
   目標を達成しよう

９：産業と技術革新の基盤を
  つくろう

＜参考＞SDGsのゴール一覧
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